









































｢何當～｣ は､ いつになれば～になるのか､ の意｡


















































の石の敷き板である ｢藁砧｣ を､ 呉兢はまず､ 同
じく藁を切るための道具である ｢｣ を暗示する
ものとして捉えます｡ そしてさらに､ ｢ (f)｣










は ｢藁砧｣ だけで､ ｢｣ が明示されていないこ













































































































































たものです｡ ｢戯書｣ とは､ 著者の説明によれば
｢漢字の背後に､ 文字遊びの要素を取り込んだウィッ
トに富む表記｣ のことで､ 上記の例でいえば､ 傍





















































(２) 『玉台新詠 上・中・下』 (鈴木虎雄､ 岩波
書店､ 岩波文庫)
『玉台新詠 上・下』 (内田泉之助､ 明治書
院､ 新釈漢文大系)


























なので､ どの程度１に近いか (遠いか) が辞書の
善し悪しを分けることになるだろう｡
＊のついた語を見ていると ｢誰にとって｣ 基本
なのか､ ｢誰にとって｣ 重要なのかが明確ではな
い事がよくある｡ 日本語で考えてみよう｡ ｢かた
つむり｣ はおそらくかなり基本的な語と言える｡
8
辞書の星に宇宙を見る?!
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